
(1 3) 文 化 庁 月 報 77号

Lーー
日

銀

大

阪

支

店

外

壁

保

存

ヘ

ー

大

阪

中

之

島

に

は

、

府

立

図

書

館

、

日

銀

大

阪

支

店

を

は

じ

め

、

公

会

堂

や

市

役

所

な

ど

明

治

後

期

か

ら

大

正

初

期

に

建

て

ら

れ

た

洋

風

建

築

が

並

び

、

美

し

い

景

観

を

形

づ

く

っ

て

い

る

。

こ

の

う

ち

府

立

図

書

館

は

重

要

文

化

財

に

、

昨

年

春

、

指

定

さ

れ

た

。

＇

日

銀

大

阪

支

店

は

、

当

初

日

銀

当

局

が

建

物

を

取

り

こ

わ

す

方

針

で

あ

っ

た

が

、

文

化

庁

等

と

協

議

の

結

果

、

外

壁

と

屋

根

は

保

存

し

、

内

部

は

こ

わ

し

て

鉄

筋

の

構

造

物

を

入

九

て

活

用

す

る

こ

と

に

な

っ

た

。

こ

の

間

の

経

緯

に

つ

い

て

は

安

達

健

二

「

文

化

財

保

存

の

新

方

向

」

朝

日

新

聞

昭

五

0
e

一

，

一

論

壇

欄

参

照

。

ー

ー

都

道

府

県

名

と

当

用

漢

字

表

ー

ー

」

北

海

道

か

ら

青

森

、

岩

手

と

順

に

沖

縄

ま

で

四

七

都

道

府

県

名

を

印

刷

す

る

と

し

よ

う

。

北

海

道

、

神

奈

川

、

和

歌

山

、

鹿

児

島

の

四

つ

が

三

字

で

あ

と

の

四

三

都

県

は

二

字

だ

か

ら

、

一

覧

表

を

作

る

に

は

、

九

八

本

の

活

字

が

入

用

だ

。

と

こ

ろ

が

f

山

形

、

山

口

の

山

や

東

京

、

京

都

の

京

と

重

複

す

る

字

が

あ

る

の

で

、

入

用

の

活

字

の

数

は

、

六

三

種

類

で

あ

る

。

さ

て

、

こ

の

六

三

字

の

う

ち

当

用

漢

字

に

な

い

字

は

い

く

つ

あ

る

だ

ろ

う

か

。

第

十

一

期

国

語

審

議

会

の

審

議

経

過

報

告

書

に

よ

れ

ば

、

そ

の

う

ち

、

次

に

掲

げ

る

一

四

字

は

当

用

漢

字

に

は

な

い

。

「

茨

、

栃

、

埼

、

奈

、

潟

、

梨

｀

＂

阜

、

岡

｀

・

阪

、

媛

、

崎

、

熊

、

鹿

、

蠅

」

第

十

一

期

国

語

審

議

会

審

議

報

告

書

は

「

漢

字

選

定

の

方

針

に

関

す

る

具

体

的

観

点

」

を

は

じ

め

と

し

て

い

ろ

い

ろ

興

味

深

い

視

点

か

ら

の

情

報

を

提

供

し

て

お

り

、

一

読

に

値

す

る

。

下
—
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
事
務
所
廃
業
ー

L

外

国

著

作

権

ー

主

と

し

て

ア

メ

リ

カ

の

音

楽

出

版

杜

の

音

楽

著

作

権

ー

に

関

す

る

仲

介

業

務

を

行

っ

て

い

た

フ

ォ

ル

ス

タ

ー

事

務

所

が

昨

四

十

九

年

十

二

月

三

十

一

日

を

も

っ

て

そ

の

業

務

を

廃

止

し

た

。フ

ォ

ル

ス

タ

ー

事

務

所

は

、

戦

後

間

も

な

＜

故

ジ

ョ

ー

ジ

：

ト

ー

マ

ス

・

フ

ォ

ル

ス

タ

ー

氏

が

占

領

軍

司

令

部

の

承

認

を

得

て

著

作

権

仲

介

業

務

を

開

始

し

、

昭

和

三

十

九

年

、

フ

ォ

ル

ス

タ

ー

氏

が

死

亡

し

た

後

は

、

フ

ォ

ル

ス

タ

ー

未

亡

人

が

事

業

を

継

承

し

て

い

た

。

従

米

フ

ォ

ル

ス

タ

ー

事

務

所

が

行

っ

て

い

た

業

務

に

つ

い

て

は

、

同

じ

よ

う

に

音

楽

作

品

の

仲

介

業

務

を

行

っ

て

い

る

杜

団

法

人

日

本

音

楽

著

作

権

協

会

（

略

称

J

A
S
R
A
C
)

が

引

継

ぐ

こ

と

と

な

り

、

我

が

国

に

お

け

る

音

楽

著

作

権

の

仲

介

業

務

団

体

は

J

A
S
R

A
Cの
み

と

な

っ

た

。

戦

後

三

十

年

‘

―

つ

の

「

戦

後

」

が

終

つ
こ
。
キ
ー
／

ー

ゼ

ロ

戦

、

国

立

科

学

博

物

館

ヘ

ー

ー

し

第

二

次

大

戦

中

に

活

躍

し

た

日

本

の

零

戦

（

旧

海

軍

零

式

艦

上

戦

闘

機

）

が

、

上

野

の

国

立

科

学

博

物

館

に

納

ま

る

こ

と

に

な

っ

た

。

こ

の

零

戦

は

、

昭

和

四

十

七

年

、

ラ

バ

ウ

ル

島

北

西

の

浅

い

海

中

で

発

見

さ

れ

、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

の

航

空

機

関

係

出

版

者

が

こ

れ

を

引

上

げ

、

修

理

の

上

売

り

に

出

し

て

い

た

も

の

。

こ

の

こ

と

を

新

聞

で

知

っ

た

福

田

繁

国

立

科

学

博

物

館

長

が

「

零

戦

を

ぜ

ひ

当

館

に

」

（

読

売

四

九

・

ロ

一

・

六

夕

刊

）

と

名

乗

り

を

あ

げ

た

と

こ

ろ

、

石

松

新

太

郎

日

大

理

工

学

部

教

授

が

こ

れ

を

買

上

げ

、

科

博

に

寄

贈

す

る

こ

と

に

な

っ

た

。福

田

館

長

は

、

文

部

省

杜

会

教

育

局

長

時

代

の

昭

和

三

十

九

年

著

作

権

関

係

国

際

会

議

で

ワ

シ

ン

ト

ン

に

滞

在

し

た

際

、

ふ

と

立

寄

っ

た

ス

ミ

ソ

ニ

ア

ン

博

物

館

航

空

宇

宙

館

で

各

国

の

戦

闘

機

に

ま

じ

っ

て

展

示

さ

れ

て

い

た

零

戦

二

機

を

目

に

と

め

、

国

立

科

学

博

物

館

長

に

就

任

以

来

「

零

戦

を

何

と

か

当

館

に

」

と

思

い

つ

づ

け

て

い

た

が

、

こ

の

熱

望

が

実

を

結

び

、

今

度

の

零

戦

科

博

入

り

と

な

っ

た

。

零

戦

は

、

早

く

て

二

月

末

に

到

着

、

お

化

粧

直

し

の

後

、

展

示

の

予

定

。

ll現代の眼」異聞LJ
東

京

国

立

近

代

美

術

館

発

行

の

「

現

代

の

眼

」

は

昭

和

一

一

九

年

一

月

に

創

刊

号

が

出

て

、

さ

ざ

店

み

毎

月

一

回

発

行

今

や

二

四

一

号

を

数

え

る

。

こ

の

題

名

は

、

当

時

の

I
次

長

が

事

業

課

員

か

ら

懸

賞

募

集

し

た

。

現

京

都

国

立

近

代

美

術

館

〇

課

長

の

提

出

「

二

十

世

紀

の

眼

」

が

最

有

力

で

こ

れ

に

I
次

長

が

手

を

入

れ

、

「

現

代

の

眼

」

と

な

っ

た

と

い

わ

れ

る

。

I
次

長

の

ポ

ケ

ッ

ト

マ

ネ

ー

か

ら

賞

金

千

円

が

0
課

長

へ

渡

さ

れ

た

と

い

う

。

さ

て

、

東

京

は

京

橋

に

あ

る

現

代

評

論

社

が

昭

和

三

六

年

一

月

号

を

創

刊

号

と

し

て

社

会

科

学

誌

「

現

代

の

眼

」

と

い

う

全

く

同

じ

題

名

の

も

の

を

出

し

て

今

日

に

い

た

っ

て

い

る

。

当

時

、

こ

の

雑

誌

名

で

出

す

と

聞

い

て

、

東

近

美

の

関

係

者

は

、

止

め

て

ほ

し

い

と

頼

ん

だ

が

き

き

入

れ

ら

れ

ず

‘

却

っ

て

、

自

分

の

方

は

商

標

登

録

を

済

ま

せ

た

か

ら

、

と

い

わ

れ

た

ら

し

い

。

と

も

か

く

両

者

併

存

の

ま

ま

今

日

に

至

っ

て

お

り

、

昭

和

五

十

年

一

月

号

は

、

東

近

美

の

が

二

四

二

号

、

現

代

評

論

杜

の

は

一

八

一

号

を

数

え

て

い

る

。
東

近

美

と

し

て

は

、

現

代

評

論

社

の

商

標

登

録

を

商

標

法

（

第

四

条

第

十

五

項

他

人

の

業

務

に

係

る

商

品

と

混

同

を

生

ず

る

お

そ

れ

が

あ

る

商

標

）

違

反

で

あ

る

と

し

て

無

効

審

判

を

求

め

る

こ

と

も

出

来

る

。

東

近

美

は

、

先

使

用

に

よ

っ

て

登

録

が

な

く

て

も

登

録

商

標

の

使

用

を

つ

づ

け

る

権

利

が

あ

る

。

こ

れ

は

商

標

法

第

三

二

条

第

一

項

に

定

め

ら

れ

て

い

る

。
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